
 

 

 

 

 

 

 

2026年 4月号（第 258号） 

 「どうしようもない人も、手間とお金と時間をかければ育つ」 

 株式会社武蔵野の小山社長の言葉です。武蔵野は、社員数 300 人の中小企業ですが、入社 3 年以

内の新卒社員の定着率は 91％、勤続 10 年以上の社員 133 人中、過去 10 年間の退職者はわずか

5 人です。今回は『生成 AIでわかった経営者のための人財定着術』（小山昇）から、人が辞めない会

社の作り方を学んでいきたいと思います。 

 AI（ジェミニ）の分析によると、「人が辞めない仕組み」をつくるためには 3 つの観点が大切です。 

①会社に対する不満を減らす 

 ・価値観を共有できる人を採用する 

 ・会社の価値観や方針を伝える機会を設ける 

②仕事に対する不満を減らす 

 ・適切な人事異動 

 ・社員の得意分野を活かす 

③人間関係に対する不満を減らす 

 ・コミュニケーションの活性化 

 ・風通しの良い職場環境 

 ・相談しやすい環境 

 今回は特に「人間関係に対する不満を減らす」を中心に紹介します。 
               

 

しがらみのない職場環境をつくる 
 

■社員が応援したくなる社長を目指す■ 

 「しがらみ」とは、「古いしきたりや人間関係に縛られる」ことです。見えない上下関係、気を遣

わなければならない空気、言いたいことも言い出しにくい雰囲気などです。結果として心がどんどん

窮屈になっていき、挑戦も変化も起きにくくなってしまいます。しがらみのない職場とは、風通しの

良い職場、心理的安全性の高い職場です。 

 小山社長が何よりも心がけていることは、社長が最大のしがらみにならないこと、社員から応援さ

れる社長になることです。そのために実践していることは、以下の 5 点です。 

①不都合な情報も隠さない…例えば赤字を出したときも全社員に伝える。 

②あえて手書きのハガキで想いを伝える…社員の誕生日や休暇取得の際、あるいは叱咤激励が必要な

時には必ず手書きのハガキを送っている。手書きは時間も手間もかかるが印刷された文字では伝わ

らない「感情」を届けることで心と心の距離を縮めている。 

③内定者との距離を近づける…社長のかばん持ちをしてもらい、話しやすい関係を作る。 

④懇親会費は社長の自腹で支払う…懇親会の会費は基本会社支給。ただ社長が参加するときは、全て

自腹で支払っている。月に使う金額は 30 万円を超えることもあるが、ブランド品や高級車にお金

を使うよりも「社員に喜んでもらうこと」「社員との信頼関係を築くこと」にお金を使うほうがよ

ほど価値があると考えている。 

⑤部下とのコミュニケーションを大切にする…社長のかばん持ち・懇親会・サンクスカード・誕生日

ハガキなど、人が面倒だと思ってやらないことにも手間、暇、お金をかけている。 
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（今月の言葉）しがらみのない職場環境をつくる 

①社員が応援したくなる社長を目指す 

②縦だけでなく横の人間関係もつくる 

③懇親会を公式行事化しコミュニケーションを活性化する 

④戻ってきやすい仕組みをつくる 



■縦だけでなく横の人間関係もつくる■  

 「しがらみ」は、縦の人間関係だけで構成された組織の中で生まれます。そこに「横のつながり」を

加えることで人間関係が立体的に広がって、風通しの良い組織が出来上がります。社内のしがらみを減

らすには、「縦」と「横」の両方のつながりを意識することが重要です。 

 武蔵野では、事業部という縦のラインに加え、部門横断的に構成された「社内チーム（横糸）」が存

在しています。複数のチームがあり、各事業部から選ばれたメンバーが、社内の改善活動を推進してい

ます。リーダーは立候補制で決まるため、年次や役職にとらわれない、自由でフラットな関係が生まれ

ています。 

 縦糸と横糸で強い布をつくることができます。武蔵野は、「縦糸＝事業部」「横糸＝社内チーム」とい

う縦横糸構造を組み合わせることで、しがらみのない、強くしなやかな組織をつくっているのです。 
 

■懇親会を公式行事化しコミュニケーションを活性化する■ 

 コミュニケーションとは、人と人が顔を突き合わせて会話することです。そこで、武蔵野は、「会

社の公式行事＝仕事の一環」として、懇親会を開催しています。 

 まず採用段階で、「武蔵野は懇親会の多い会社であること」「懇親会は飲食を共にする場であって、

飲酒を強要しないこと」「懇親会は、上司と部下のしがらみをなくすコミュニケーションツールであ

ること」を説明し、アルコールハラスメント防止にも十分配慮しています。 

 武蔵野は、懇親会を「上司が、部下が抱えている仕事やプライベートの悩みなどを聞く場」「上司

が、部下の質問に答える場」ととらえ、積極的に開催しているのです。この懇親会にかかる費用が年

間実に 2900 万円といいますから、決して小さな金額ではありません。 

 小山社長は言います。「社員同士の絆が深まり、退職者が減ることを考えれば、これほど効果的な

投資はありません」 

【社員旅行もしがらみのない関係をつくる場】 

 武蔵野は、社員旅行を次のようにとらえています。「社員全員が同じ空気を吸い、同じ体験を共有

する。それが心の距離を縮め、立場や部署を超えてフラットな関係を生む。こうした非日常の共有体

験は、しがらみのないコミュニティづくりに最適な仕組み」 

 武蔵野の社員旅行は、単なる慰安や娯楽ではありません。目的とルールを明確にしています。例え

ば、「一流旅館や一流ホテルに宿泊する」（「一流とは何か」を体験してもらい、業務に活かしてもら

う）、「宴会は 18 時開始・20 時終了」（3 分前には全員着席、宴会後 10 分以内に退席）「宴会終了

後は「帰宅」も可」（宿泊を強制しない）などです。 
 

■戻ってきやすい仕組みをつくる■ 

 福利厚生を充実させるとともに、戻ってきやすい仕組みをつくっています。特に、女性が長く働ける

よう、産休・育児休業制度はもちろん、一度退職した場合でも、子供の手が離れた後の復職も積極的に

受け入れています。「扶養内で働きたい」「短時間で働きたい」など、希望に応じて働ける仕組みも導入

しています。 

 武蔵野は、パート雇用について次のような考え方を持っています。「パートであっても課長や部長に

登用する」「絶対評価でフェアに成果を評価する」「「高時給・短時間」を実現し、家庭との両立を可能

にする」「急な休みも取りやすい柔軟性を確保する」などです。 

【辞めても戻れる会社をつくる】 

 武蔵野は、出戻り社員の再雇用を歓迎しています。人手不足や人材のミスマッチが社会課題となる

中、この取組は非常に有効だと考えています。「退職者向け懇親会」を開催するなど、退職者との縁も

絶やさない工夫をしています。「自社経験があるため、未経験者よりも早く戦力化できる」など多くの

メリットがあります。 

 ただし、再雇用には一定の条件があります。例えば、退職時に退職代行サービスを利用していない、

迷惑行為を行っていない、退職後 6年以上経過していない、などです。 

 人を大切にする会社は、「去った人にも誠実である会社」です。 

参考文献： 『生成 AIでわかった経営者のための人財定着術』（小山昇） 

        

 

 

        


